
年金シニアプランフォーラム2025
生涯を通じた年金教育の新たな展開

令和７年９月３０日（火）

「イマドキの高校生、高校現場と
年金教育、金融経済の現状」

［本日の内容］
１．自己紹介と蒲田高校について
２．「イマドキの高校生」の実像と年金教育
３． “自分ごと化”する授業づくり
４．本日の講義内容のまとめ

東京都立蒲田高等学校 淺川 貴広
Takahiro_Asakawa@member.metro.tokyo.jp



自己紹介と蒲田高校について１

【自己紹介】
［経歴］
東京都立蒲田高等学校 主幹教諭（公民科）
東京都公民科・社会科教育研究会 事務局長

○厚生労働省 年金広報検討会委員（２０２５年～）
○公益財団法人消費者教育支援センター客員研究員（２０２０年～）

［著書］
第一学習社『公共』、『新公共』
清水書院『公共の授業と評価のデザイン』（共著）
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自己紹介と蒲田高校について１

［勤務校 蒲田高校］
東京都大田区にあるエンカレッジスクールで、“学
び直しのためのユニバーサルデザイン”を掲げ、生
徒の学び直し、基礎学力の定着を支援する。

［本校生徒と「イマドキ高校生」の課題］
・多様な課題を抱える生徒が増加傾向にある。
・成功体験が少なく、自己肯定感が低い。
・「想像力」に課題があり、目先のことに集中する。
・困難なこと、嫌なことから逃げ出す癖が抜けない。

⇓
高校卒業後に社会を「生き抜く力」に課題がある。
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ご自身お子さんやお孫さんや周囲の高校生等、ご
存知の範囲で構いません。

「イマドキ高校生（子ども）」の特徴は何だと思いま
すか。

＊ご自身の高校時代と比較すると...。
＊身近な「子ども」を見ていると...。
＊報道や社会情勢を見ると...。

「答え」はありませんので、少し考えてみてください。

３

ひと言で申し上げれば...

「予想困難な大変な時代」を生きています。

「イマドキの高校生」の実像と年金教育２



【「イマドキ高校生」の環境①】株式会社SHIBUYA109エンタテイメント『Z世代の時間の使い方に関する意識調査』より引用

＊必要な時間とお金はかけ、そ
れ以外節約（＝効率重視）。
＊情報量が膨大で、「正しい情
報」が得難い。
＊生き方と人生の多様化。

⇓
＊効率的に情報を得られる特
定の情報源に偏る。
＊生成AIの登場で、ますます
真贋の判断が困難に。

４

「イマドキの高校生」の実像と年金教育２



【「イマドキ高校生」の環境②】 株式会社ネオマーケティング調査より引用

読売新聞 令和５年９月２３日付記事より引用

＊SNSが主要な情報源と
して定着している。
＊エコーチェンバー現象
に代表されるように、自
分と異なる意見を尊重
できない傾向もある。

５

「イマドキの高校生」の実像と年金教育２



【「イマドキ高校生」の環境③】

６

「イマドキの高校生」の実像と年金教育２

LINEリサーチ（２０２２年調査）より引用



①社会保障制度に対する“ぼんやりとした不安や不
信感”が生徒、教える側の教員にも根強い。
明確な根拠よりも、イメージや感情が先立つ。
情報過多により、正しい判断ができない。

７

「イマドキの高校生」の実像と年金教育２



金融審議会 市場ワーキング・グループ報告書
「高齢社会における資産形成・管理」

・国の年金で夫婦の老後の基本的な支出はまかなえるが、
生きがいやゆとりのための費用（月５万円程度）は不足し
ている現状がある。
・100歳人生時代を考えるとこの必要額は2000万円に
なり、会社員は退職金制度があれば一定の準備が行わ
れているが、2000万円に十分とはいえない。

⇓
・税制優遇制度を活用して早い段階から資産形成を老後
に向けて行わせていくかが今後の重要な課題である。
・老後になったとき資産管理をサポートする金融機関は適
切な役割（認知症への対策等）を果たす必要がある。

「イマドキの高校生」の実像と年金教育２



金融審議会 市場ワーキング・グループ報告書
「高齢社会における資産形成・管理」

・国の年金で夫婦の老後の基本的な支出はまかなえるが、
生きがいやゆとりのための費用（月５万円程度）は不足し
ている現状がある。
・100歳人生時代を考えるとこの必要額は2000万円に
なり、会社員は退職金制度があれば一定の準備が行わ
れているが、（2000万円に十分とはいえない。

⇓
・税制優遇制度を活用して早い段階から資産形成を老後
に向けて行わせていくかが今後の重要な課題である。
・老後になったとき資産管理をサポートする金融機関は適
切な役割（認知症への対策等）を果たす必要がある。

「イマドキの高校生」の実像と年金教育２



（平成３０年告示）高等学校学習指導要領「公民（公共）」
制度の在り方について触れることが大切である。”

“貯蓄や民間保険などにも触れ、自助、共助及び公助が最
も適切に組み合わされるようにするにはどうすればよいか
多面的・多角的に考察、構想し、表現できるようにすること
が考えられる。”

⇓
財政と社会保障を一体に扱うこと、従前の共助中心ではな
く自助も扱い、「自助・共助・公助」のバランスを考えながら
社会保障の在り方を考察することが盛り込まれる。
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「イマドキの高校生」の実像と年金教育２



②社会保障の単元は「共助」がメインで扱われ、民
間保険等の「自助」まではあまり扱われない。
＊マクロ視点での「制度」中心（「金融」も同様）
＊個々人の人生設計という観点では社会保障を
捉えず、「自分ごと」になりづらい。

一方で、「家庭科」で扱う内容ではあるが...
＊家庭科の教科書でも扱いは大きくない。
＊そもそも家庭科教員でも専門家が少ない。

☟
年金に対して自分ごととならず、ライフプランニング
（人生設計）も不十分なまま大人になる。 11

「イマドキの高校生」の実像と年金教育２



【年金を授業で扱う際に心がけていること】
将来の選択・判断に向けて適切な判断材料を提供
し、（１０年後、２０年後の在り方、生き方に向けた）
生徒の見方、考え方を拡げていく。

☟
＊「答えのない情報」で埋もれないように、将来的
に生徒が選択、判断できるような情報やその収集
方法を学ばせる。
＊自身の人生では「ライフプランニング（人生設
計）」の視点、社会に向けは「有権者」として社会
保障の在り方を考える視点...というように、多様
な視点を持てるようにする。 12

「イマドキの高校生」の実像と年金教育２



“自分ごと化”する授業づくり３

【財政と社会保障の単元（２学年「公共」）】
［単元の主題］
“持続可能な社会保障制度”のために、私たちと日
本に必要なことは何か。

［単元の構成］
１時間目 社会保障制度に関する「習得」
２時間目 「人生」と「保険」プランニング（活用①）
３時間目 財政に関する「習得」
４時間目 税の公正な使い方と集め方（活用②）
５時間目 持続可能な社会保障制度（考察、構想）
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３

【「人生」と「保険」プランニング】
［事前準備］ クラスを３つに分ける
①「保険」に全く加入しない
②公的保険制度（社会保険）にのみ加入
③公的保険制度（社会保険）と民間保険に加入

［基本的なルール］
・２５歳からの６ターンのシミュレーションを行い、イ
ベントの発生により収入や支出が変動する。
・収支の項目は「収入」、「支出」、「（公）保険料」、
「（民）保険料」、「預金（残高）」の５項目で、所属
グループにより変動する。

“自分ごと化”する授業づくり
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３

＜ターン③（４５歳）＞
子どもも成長して、もうすぐ中学生です。
一家の大黒柱として頑張る毎日です。

【収入】  ４０万円

【支出】  ２０万円

【（公）保険料】 ５万円

【（民）保険料】 ５万円
家族の医療保険とともに、
子どもの学資保険に加入

   したので増額。
「ナビナビ保険」ウェブサイト

“自分ごと化”する授業づくり
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３

＜ターン③（４５歳）＞
子どもも成長して、もうすぐ中学生です。
一家の大黒柱として頑張る毎日です。

【収入】  ４０万円

【支出】  ２０万円

【（公）保険料】 ５万円

【（民）保険料】 ５万円

サイコロで と の目が
出た場合、病気になって入
院したため、収入が０円とな
ります。

⇓
②グループの方は医療保
険により２０万円、③グルー
プの方はさらに民間の医療
保険で４０万円です。

“自分ごと化”する授業づくり



３

＜ターン③（４５歳）＞
子どもも成長して、もうすぐ中学生です。
一家の大黒柱として頑張る毎日です。

【収入】  ４０万円

【支出】  ２０万円

【（公）保険料】 ５万円

【（民）保険料】 ５万円

サイコロで と の目が
出た場合、自動車事故を起
こしたため、修理費として２
０万円の支出です。

⇓
③グループの方は民間の
自動車保険により、修理費
はかかりません（①、②グ
ループはかかります）

“自分ごと化”する授業づくり



＜ターン③（４５歳）＞

サイコロで と の目が出た
場合、修理費として２０万円の支
出です。

⇓
③グループの方は民間の自動車
保険により、修理費はかかりませ
ん（①、②グループはかかりま
す）

サイコロで と の目が出た
場合、病気になって入院したた
め、収入が０円となります。

⇓
②グループの方は医療保険によ
り２０万円、③グループの方はさ
らに民間の医療保険で４０万円
です。

なぜ病気での入院は社会保険、民間保険で保障さ
れ、自動車事故は民間保険のみかを考えさせる

⇓
社会保険と民間保険の役割の違いに気づかせる

18

３ “自分ごと化”する授業づくり



３

【今日のまとめ】
○人生には様々な「リスク」がある。
○公的な「社会保障」はあくまでもベースとなる部
分を保障する。
○より人生を充実させていくためには、それに対す
る「備え」が必要になる。

⇓
「保険」の特徴、「預貯金」の特徴、それ以外の金
融商品等のそれぞれの特徴を踏まえて、自分の人
生設計（ライフプランニング）に合わせた「備え」が
必要

“自分ごと化”する授業づくり
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３

【授業実践の分析】
・シミュレーションを通じて、社会保険（共助）の重要性、民
間保険（自助）の必要性を理解することができた。
習得した内容を、体験する学習を通じて深められた。

・（本校のような）物事を見通すことが苦手な生徒でも、こ
の先の人生を見通しながら授業を受けることができ、自ら
のライフプランを意識した自助の必要性等についても理
解させることができた。

［本授業実践の発展例］
・「自助」の内容について、民間保険だけでなく、金融商品
を加え、金融リテラシーの育成も目指す。
・シミュレーションに多様な出来事を盛り込む。
消費者トラブルを交えれば、消費者教育の学習に。

“自分ごと化”する授業づくり
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“自分ごと化”する授業づくり３

【今「年金」を正しく伝えるために】
①「年金（保険）」の役割を理解さ
せる。

シミュレーション等を用い、実際に
「体験」させる。

②「事実」を正確に伝える。
「賦課方式」である以上、「破綻」
はあり得ない。ただし、年金だけで
生活することは難しくなる。

③根拠が不明な情報、特定の情報
源のみからの情報に「共感」し
ないように指導する。
「楽して儲かる」話に引っ掛かる
のと原理は同じ。

Yahoo!JAPANコメント欄より引用



本日の講義内容のまとめ４

【「参加者」の皆様へのお願い】
若者にご自身の人生や、「年金」、「金融」に関する
経験（特に失敗談）を話してあげてください。

「身近な大人」の存在は「生きた教科書」

本日はありがとうございました。
ご質問等いつでもご連絡ください。
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